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1.  平成21年12月期第3四半期の連結業績（平成21年1月1日～平成21年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年12月期第3四半期 1,451,795 ― △54,150 ― △53,668 ― △34,527 ―
20年12月期第3四半期 2,587,663 12.6 110,104 86.2 111,637 84.4 62,143 86.4

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

21年12月期第3四半期 △91.68 ―
20年12月期第3四半期 165.00 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年12月期第3四半期 1,101,108 281,513 23.5 688.45
20年12月期 1,209,956 328,451 25.4 814.63

（参考） 自己資本   21年12月期第3四半期  259,291百万円 20年12月期  306,813百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無   

1株当たり配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年12月期 ― 18.00 ― 18.00 36.00
21年12月期 ― 18.00 ―
21年12月期 

（予想）
18.00 36.00

3.  平成21年12月期の連結業績予想（平成21年1月1日～平成21年12月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 2,060,000 △37.1 △45,000 ― △45,000 ― △32,000 ― △84.96
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4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注） 詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧下さい。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注） 詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧下さい。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．上記の業績予想は、本資料の発表日現在における情報に基づき判断したものであり、リスクや不確実性を含んでおります。従いまして、当社グループ
（当社及び連結子会社、以下同様）の業績は、経済情勢や市場動向並びに為替レートの変動等の要因により記載の予想数値とは異なる結果となる可能性
があります。なお、上記業績予想に関する事項は、添付資料の４ページ「【定性的情報・財務諸表等】 ３．連結業績予想に関する定性的情報」、及び本日
（平成21年10月30日）公表の平成21年12月期「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 
２．当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基
準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年12月期第3四半期 376,850,400株 20年12月期  376,850,400株
② 期末自己株式数 21年12月期第3四半期  221,999株 20年12月期  219,446株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年12月期第3四半期 376,629,602株 20年12月期第3四半期 376,633,055株
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第３四半期連結累計期間（平成21年１月１日～平成21年９月30日）における原油価格は、年初、ドバ

イ原油において１バレル40ドル台前半で始まり、景気が低迷する中、第１四半期においては、ほぼ同様

の水準で推移しました。その後は世界景気の底打ち感や、今後の景気回復に対する期待感から１バレル

70ドル近辺まで上昇しましたが、世界的な景気後退懸念から石油需要の減退観測によりやや下落し、65

ドル前後で第３四半期を終えました。 

 また、外国為替相場は、年初１ドル92円台で始まり、世界的な景気後退への不安感から円高が進み、

１ドル90円を割り込む場面もありましたが、米国の新政権に対する期待や、日本の経済統計の悪化を受

けて円安へ反転し、４月には一時101円台まで円安が進みました。その後、新型インフルエンザの拡大や

米国自動車会社の経営破たん懸念などが材料視され、徐々に円高が進み、G20金融サミットでのドル安容

認観測や日本政府高官のドル買い介入への否定的見解を伝える報道から、一時１ドル88円台まで更に円

高が進んだ後、90円台前半で第３四半期末を迎えました。 

 石油製品等の販売状況については、景気後退の影響により減少傾向となっていたガソリンの販売数量

は、第１四半期においては徐々に回復し前年同四半期並となり、第２四半期においては、昨年４月には

揮発油税の暫定税率の失効により販売数量が増加していたため、前年同四半期との比較においては減少

となりました。しかし、第３四半期においては政府による高速道路利用促進策や原油価格下落に伴う給

油所での店頭価格の値下げ等を背景に前年同四半期の販売数量を維持しました。一方、中間留分及びC重

油の販売数量は、暖冬、顧客の燃料転換、及び景気減退に伴う荷動きの減少や電力需要低下の影響から

前年を下回りました。 

 このような経営環境の下、当社グループの当第３四半期連結累計期間の売上高は１兆4,517億円（前年

同期比43.9％減収）、営業損失541億円（前年同期比1,642億円の減益）、経常損失536億円（前年同期比

1,653億円の減益）となりました。これは石油製品及び石油化学製品の販売数量が減少したことに加え、

第１四半期における期初のたな卸資産の影響による大幅な減益を第２及び第３四半期においてカバーす

るまでに至らなかったことによるものです。また、当連結会計年度より適用している「棚卸資産の評価

に関する会計基準」が、追加的な減益要因となっております。たな卸資産の影響等を除いた場合の連結

経常損失相当額は9億円となり、前年同期に比して423億円の減益となりました。 

 なお、太陽電池事業については、CIS系薄膜太陽電池で現在世界最大級となる宮崎工場宮崎第２プラン

ト（年間生産能力60MW）を稼動させ、順調な立ち上げ期を経て、６月より本格的な商業生産を開始して

おります。また、当事業の技術開発強化を目的とした「厚木リサーチセンター」においては、将来にわ

たって競争力のある商品を効率的に生産するための量産技術の開発を継続しており、この技術を用いた

第３工場（年間生産能力900MW）を宮崎県に建設する決定をしました。第３工場は、平成23年下半期の稼

動を目指しますが、この投資決定により、宮崎工場宮崎第１、第２プラントと合わせて年間1GWスケール

の年産能力を確立することになります。 

  

※前年同期比増減率及び増減額は参考として記載しております。 

  

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、1兆1,011億円となり、前連結会計年度末に比べ1,088億円減

少しました。これは、主に販売価格の下落に伴う売掛金の減少及びたな卸資産の減少によるものです。  

 また、純資産は、前連結会計年度末に比べ469億円減少して2,815億円となりました。これは主に業績

の悪化及び配当により利益剰余金が減少したことによるものです。  

 なお、有利子負債（長期・短期借入金、コマーシャル・ペーパー及び社債の合計）残高は2,812億円と

なり、前連結会計年度末に比べ18億円増加しました。 

 以上の結果、当第３四半期連結会計期間末の自己資本比率は23.5％となりました。 

  

【定性的情報・財務諸表等】

１. 連結経営成績に関する定性的情報

２. 連結財政状態に関する定性的情報
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通期の見通しにつきましては、前回（平成21年７月31日公表）予想を修正いたしました。なお、当該

予想に関する詳細につきましては、本日公表の平成21年12月期「業績予想の修正に関するお知らせ」を

ご覧下さい。 

  
  

該当事項はありません。 

  

① 簡便な会計処理 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異

等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測

やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

② 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

該当事項はありません。 

  

① 四半期財務諸表に関する会計基準の適用 

当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務

諸表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四

半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

② 重要な資産の評価基準及び評価方法の変更 

通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、主として総平均法による原価法によって

おりましたが、第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準第

９号 平成18年７月５日)が適用されたことに伴い、主として総平均法による原価法(貸借対照表価額

については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法)により算定しております。 

 この変更に伴い、当第３四半期連結累計期間の営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失

は、それぞれ4,468百万円増加しております。 

③ リース取引に関する会計基準の適用 

所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に準じた会計処

理によっていましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号（平成５年６月17日

（企業会計審議会第一部会）、平成19年３月30日改正））及び「リース取引に関する会計基準の適用

指針」（企業会計基準適用指針第16号（平成６年１月18日（日本公認会計士協会 会計制度委員

会）、平成19年３月30日改正））が平成20年４月１日以後開始する連結会計年度に係る四半期連結財

務諸表から適用することができることになったことに伴い、第１四半期連結会計期間からこれらの会

計基準等を適用し、通常の売買取引に係る会計処理によっております。また、所有権移転外ファイナ

ンス・リース取引に係るリース資産の減価償却の方法については、リース期間を耐用年数とし、残存

価額を零とする定額法を採用しております。 

 なお、リース取引開始日が当基準適用初年度開始前（平成20年12月31日以前）の所有権移転外ファ

イナンス・リース取引については、引き続き、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっ

ております。 

 この変更による当第３四半期連結累計期間の営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失に

与える影響はありません。 

３. 連結業績予想に関する定性的情報

４. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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（追加情報） 

当社及び連結子会社は、一部の石油精製設備等機械装置について、法人税法の改正を契機に当該設

備の利用状況等を勘案して耐用年数の見直しを行い、第１四半期連結会計期間より改正後の法人税法

に基づく耐用年数に変更しております。 

 この変更に伴い、当第３四半期連結累計期間の営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失

は867百万円増加しております。 
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５.【四半期連結財務諸表】 
 (1)【四半期連結貸借対照表】 

(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 11,726 73,113

受取手形及び売掛金 237,208 276,218

商品及び製品 94,806 121,375

仕掛品 26,186 29,521

原材料及び貯蔵品 120,618 97,191

その他 76,853 79,121

貸倒引当金 △324 △433

流動資産合計 567,076 676,107

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 118,364 112,601

機械装置及び運搬具（純額） 126,357 118,426

土地 167,584 166,675

その他（純額） 24,567 37,874

有形固定資産合計 436,873 435,579

無形固定資産 11,682 11,910

投資その他の資産   

その他 86,698 88,522

貸倒引当金 △1,223 △2,164

投資その他の資産合計 85,475 86,358

固定資産合計 534,031 533,848

資産合計 1,101,108 1,209,956

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 257,761 231,419

短期借入金 107,868 141,384

未払金 125,563 204,363

未払法人税等 1,340 4,672

引当金 4,565 2,430

コマーシャル・ペーパー 104,000 72,000

その他 60,070 52,335

流動負債合計 661,171 708,606
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(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年12月31日) 

固定負債   

社債 15,200 30,200

長期借入金 39,220 35,891

退職給付引当金 69,607 69,560

特別修繕引当金 15,701 17,633

その他の引当金 603 674

その他 18,091 18,937

固定負債合計 158,423 172,898

負債合計 819,594 881,504

純資産の部   

株主資本   

資本金 34,197 34,197

資本剰余金 22,113 22,113

利益剰余金 200,500 248,589

自己株式 △181 △178

株主資本合計 256,630 304,721

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 2,660 2,092

評価・換算差額等合計 2,660 2,092

少数株主持分 22,222 21,637

純資産合計 281,513 328,451

負債純資産合計 1,101,108 1,209,956
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 (2)【四半期連結損益計算書】 
   【第３四半期連結累計期間】 

(単位：百万円)

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
  至 平成21年９月30日) 

売上高 1,451,795

売上原価 1,414,798

売上総利益 36,996

販売費及び一般管理費  

運賃諸掛 28,535

人件費 26,001

その他 36,608

販売費及び一般管理費合計 91,146

営業損失（△） △54,150

営業外収益  

受取利息 91

受取配当金 1,918

為替差益 695

その他 1,996

営業外収益合計 4,702

営業外費用  

支払利息 2,655

持分法による投資損失 994

その他 569

営業外費用合計 4,220

経常損失（△） △53,668

特別利益  

固定資産売却益 513

撤去費用戻入益 487

その他 789

特別利益合計 1,790

特別損失  

固定資産処分損 2,297

その他 1,306

特別損失合計 3,604

税金等調整前四半期純損失（△） △55,482

法人税、住民税及び事業税 2,484

法人税等調整額 △24,379

法人税等合計 △21,895

少数株主利益 940

四半期純損失（△） △34,527
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 (3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

(単位：百万円)

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純損失（△） △55,482

減価償却費 26,241

減損損失 515

固定資産除売却損益（△は益） 1,784

受取利息及び受取配当金 △2,010

支払利息 2,655

売上債権の増減額（△は増加） 39,009

たな卸資産の増減額（△は増加） 6,477

仕入債務の増減額（△は減少） △31,068

その他 △17,943

小計 △29,820

利息及び配当金の受取額 1,997

利息の支払額 △2,697

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 12,310

営業活動によるキャッシュ・フロー △18,210

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △26,738

無形固定資産の取得による支出 △1,497

有形固定資産の売却による収入 2,010

投資有価証券の取得による支出 △28

投資有価証券の売却による収入 129

短期貸付金の増減額（△は増加） △1,318

長期貸付けによる支出 △3,306

長期貸付金の回収による収入 3

その他 △74

投資活動によるキャッシュ・フロー △30,821

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） △26,600

コマーシャル・ペーパーの増減額（△は減少） 32,000

長期借入れによる収入 5,698

長期借入金の返済による支出 △9,285

自己株式の取得による支出 △2

配当金の支払額 △13,561

少数株主への配当金の支払額 △352

その他 △156

財務活動によるキャッシュ・フロー △12,260

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △61,291

現金及び現金同等物の期首残高 71,815

現金及び現金同等物の四半期末残高 10,523
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当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表

に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期連結

財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

  

該当事項はありません。 

  

  

当第３四半期連結累計期間(自 平成21年１月１日 至 平成21年９月30日) 

  

 
(注) １. 事業区分の方法は、主として内部管理上採用している区分によっております。 

２. 各事業区分に属する主な製品又は事業内容 

(1) 石油事業  揮発油、ナフサ、灯油、軽油、重油、潤滑油、LPG、アスファルト、 

             化成品等石油製品 

(2) 不動産事業 不動産の賃貸及び管理 

(3) その他事業 建設工事、自動車用品の販売及びリース業、都市ガス事業、 

             電力卸供給事業、分散電源事業、太陽電池事業等 

  

当第３四半期連結累計期間(自 平成21年１月１日 至 平成21年９月30日) 

  
本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。 

  

当第３四半期連結累計期間(自 平成21年１月１日 至 平成21年９月30日) 

  
連結売上高に占める海外売上高の割合が10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。
  

該当事項はありません。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

石油事業 
(百万円)

不動産事業
(百万円)

その他事業
(百万円)

計
(百万円)

消去 
又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

1,429,281 3,191 19,322 1,451,795 ─ 1,451,795

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

2,366 92 5,098 7,557 (7,557) ─

計 1,431,648 3,283 24,421 1,459,353 (7,557) 1,451,795

営業利益又は営業損失（△） △54,381 2,144 △1,995 △54,231 81 △54,150

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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前年同四半期に係る財務諸表等 

 
  

「参考資料」

 (1)（要約）四半期連結損益計算書

区  分

前第３四半期連結累計期間 

（自 平成20年１月１日    

   至 平成20年９月30日）  

金額（百万円）
百分比

（％）

Ⅰ 売上高 2,587,663 100.0

Ⅱ 売上原価 2,387,746 92.3

   売上総利益 199,917 7.7

Ⅲ 販売費及び一般管理費 89,812 3.4

   営業利益 110,104 4.3

Ⅳ 営業外収益

 1. 受取利息及び受取配当金 775

 2. 為替差益 2,075

 3. 持分法による投資利益 1,384

 4. その他 1,797

  営業外収益合計 6,032 0.2

Ⅴ 営業外費用

 1. 支払利息 3,557

 2. その他 942

  営業外費用合計 4,499 0.2

   経常利益 111,637 4.3

Ⅵ 特別利益 1,632 0.1

Ⅶ 特別損失 7,959 0.3

   税金等調整前四半期純利益 105,310 4.1

   法人税等 42,841 1.7

   少数株主利益 325 0.0

   四半期純利益 62,143 2.4
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 (2)（要約）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

前第３四半期連結累計期間 

（自 平成20年１月１日    

   至 平成20年９月30日）  

区分 金額（百万円）

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー

   税金等調整前四半期純利益 105,310

   減価償却費 23,229

   減損損失 445

   売上債権の増減額 13,419

   たな卸資産の増減額 △ 107,820

   仕入債務の増減額 △ 70,976

   その他 △ 39,724

  営業活動によるキャッシュ・フロー △ 76,116

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー

   有形固定資産の取得による支出 △ 16,393

   無形固定資産の取得による支出 △ 1,869

   有形固定資産の売却による収入 940

   投資有価証券の取得による支出 △ 2,370

   投資有価証券の売却による収入 71

   その他 △ 1,545

  投資活動によるキャッシュ・フロー △ 21,167

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー

   短期借入金の純増減額 114,169

   長期借入金・社債の純増減額 △ 3,987

   配当金の支払 △ 13,561

   その他 △ 698

  財務活動によるキャッシュ・フロー 95,922

Ⅳ 現金及び現金同等物の増減額 △ 1,362

Ⅴ 現金及び現金同等物の期首残高 15,686

Ⅵ 現金及び現金同等物の四半期末残高 14,324
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 (3) セグメント情報 

【事業の種類別セグメント情報】 

 前第３四半期連結累計期間(自 平成20年１月１日 至 平成20年９月30日) 

 
（注）１．事業区分の方法は、主として内部管理上採用している区分によっております。 

   ２．各事業区分に属する主な製品又は事業内容 

     (1)石油事業・・・・揮発油、ナフサ、灯油、軽油、重油、潤滑油、ＬＰＧ、 

               アスファルト、化成品等石油製品 

     (2)不動産事業・・・不動産の賃貸及び管理 

     (3)その他事業・・・建設工事、自動車用品の販売及びリース業、都市ガス事業、 

                             電力卸供給事業、分散電源事業、太陽電池事業等 

   ３．当四半期連結累計期間における営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能 

     営業費用の金額はありません。 

石油事業 
(百万円)

不動産事業
(百万円)

その他の事業
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

Ⅰ．売上高及び営業損益

  売  上  高

  (1)外部顧客に対する売上高 2,561,245 3,215 23,202 2,587,663 - 2,587,663

  (2)セグメント間の 
      内部売上高又は振替高

4,011 93 4,689 8,793 (8,793) -

計 2,565,256 3,308 27,892 2,596,457 (8,793) 2,587,663

   営  業  費  用 2,458,548 1,137 26,652 2,486,338 (8,779) 2,477,559

   営  業  利  益 106,708 2,170 1,239 110,118 (13) 110,104
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